
Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformatlon −Culture 　 Soclety

80

情報ネ ッ トワー ク社会にお ける文化差

　　　　
一

中国語圏か ら生 活文化の
一

考察

Cultural　difference　on 　information　network 　society

　　　　　　　　　　　　陳 怡廷 yi
−ti。 g　CHEN

　　　　　　　　 慶應義塾 大学政策 ・メ デ ィ ァ 研究科

Keio　University　Graduate　School　of　Media　and 　Governance

　　　　　　　　桑原 武夫 t。 k。 。
　KUWAHARA

　　　　　　　　　　　　 慶應義塾大学総合政策学部

　 　 　 　 　 Keio　University　Faculty　of　policy　Management

要 　　旨

　同 じ中国語 圏 にも 属 して い て も，中国大陸と台湾で は，異なる政治体制，メ デ ィ ア 環境な どの 諸要素によ っ て ，現 れ

る社会的表象に違い が あるこ とが わ か っ て い る。で は，ネ ッ トワ
ーク 社会 にお いて も，同様に 文化 に よ っ て 異な る違 う

生 活風景が 呈さ れて い るの で あろ う か。本 研 究で は ，こ の 点 を探 求 す る。こ の ため，コ ミ ュ ニ テ ィ
・サイ トを通 じて，二

つ の社会 にお ける コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 内容を比較 し，「解 釈 的現 象学 」へ の アブ 囗一チ を用 い て，テ クス トに 内包さ れ る

社 会 的な意 味現 象 を考察 し．独特 な生 活文 化 や多元 的 な社 会現 象 を解 明 す る ことを試 み る。

Abstract

In　Chinese −speaking 　countries − such 　as　Main ］and 　China 　and 　Taiwan − even 　though 　they　share 　a　common 　language，　due　to　the

differences　in　each 　country
’
s　political　establishment 　and 　media 　infonmation，　different　symbols 　used 　in　the　societies　respectively ．　This

research 　examines 　the　ways 　to　explore 　social　reality　and 　social　current 　of 山e　cross −cultUre 　through 　network 　of 　community 　sites ．　By

using 　the　Interpretive　Phenomenology 　approach ，　the 　context 　ofChinese 　community 　ofnetwork 　reveals 血e　differences　in　the　present
condition 　and 　social　phenomenon　betWeen 　China　and 　Taiwan ，　and 　is　further　explored 　to　fUILextent．

1．は じめ に

　中 国語 圏 とは，主 に 中国語 （標準漢語 Mandarin 　Chinese＞
ω

が 使われ て い る 地 域 で あ り，中国大陸，台湾，香港，シ ン ガ ポー

ル な どが代 表的 で あ る。同 じ中 国語 圏 に 属す る国 や地 域 に は．

それ ぞれ に 異 な る 政治体 制，メ デ ィ ア 環 境 な どの 諸要 素が あ り，

これ に よ っ て 現 れ て くる 社 会的 表象 （生 活文化，社 会的 潮流，

イデ オ ロ ギ
ー

な ど を含む） も異な っ て い る。地 理 的，歴 史的，

文化 的 に 非常に 関係が 深 く，同 じ経 済 圏 に 属 し て い る 中 国 大

陸 と台 湾 で さ え，対立 の 政 治 問題 は言 うまで もな く，生 活文 化

的 な事 象に つ い て も相 当なギ ャ ッ プが あ る。「男 性 の 家事参加」

を事 例 と して そ の 違 い を見 て み よ う。 2000 年半 ば に，双方の

男 性 を対 象 に 「男 性 は、家 事を 分担 すべ きか ？」 をた ずね た 調

査 が あ っ た （E−ICP台湾＆ CMDB 中 国大陸 ，
2000）。 全体的に

「すべ き」と思 っ た 中国大陸の 男性は約 30％ で あ り，年齢 が 高

い ほ ど家事 参 加 をす べ き とい う認識 が高 くな る傾 向が あ っ た。

中国大陸の 上 海で は，家事 をする の は男性 の 仕事 で あ り，炊事，

洗濯，掃 除　さ らには育児 まで担 当 して い る。とこ ろが，地方

に よ っ て は，「男 は仕事，プ ラ ス 家事」 とい う認識 も少なくない 。

一
方，台湾 の 男性は 「す べ き」 と 思 うの が 人 の 比 率 15 ％ に し

か達 して い なか っ た。特 に，台湾 日本統治時代に，日本教育を

受 けた世 代 の 子 供 と して 生 まれ た 中高年男性に は，「男 は仕 事，

女 は 家庭」 とい う性別役割分業の 考え方が根 を張 っ て お り，「男

女 分 業⊥ 「亭 主 関 白」 とい う考 えを抱 い て い る人が 多い と指摘

され て い る （陳 ，2002）。

　近 年，イ ン ターネ ッ トの 普 及 と と もに ，中 国語 圏の 人 々 同士

は，言語 が コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンの 障害 とな ら ない た め，手軽 に

パ ソ コ ン を通 し，他 国に お け る社 会 の 様 々 な事情 を理 解 し た り，

生 活情 報 を取 得す る こ とが で きる ように な っ た。こ う して ，中

国語 ネ ッ トワ
ー

ク は 国境 を越 えて 世 界 中 に広 が っ て お り，新た

な 中国語 圏 の 「エ リア 」が 形成 されつ つ ある と考 え られ る 。 現

実の 生 活 文化 面 で は，中 国語 圏の 国や 地 域 の 間 で 相 当 な ギ ャ ッ

プが ある こ とは よ く知 られ て い る が ネ ッ トワ
ー

ク 社会 の 諸相

につ い て は どうで あろ うか。現実の よ うに異 なっ た生活 風景 が

呈 さ れ て い る の で あ ろ うか。

　こ の 点 を明 らか にす るた め ，本研 究 で は，中国大 陸 と 台湾に

お ける コ ミ ュ ニ テ ィ
・サ イ トを観察 し，両 地 域の コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン 特性を検討 して，それ ぞれ の テ ク ス トに 内包 されて い る

社 会的 な 現象の 意味を考察する こ とに す る。い わ ば，「他 者 」「間

主観性
〔2）
」 と 「文化相対主 義

〔3）1 の 概 念 を用 い て ，さま ざ ま

に異な る 文化 と社 会 を相互 理解 の 視 点 か ら捉 える こ とを目指す

もの で あ る。異 文化 の 社会 現 象 を探 る た め，イ ン タ
ーネ ッ トを

通 じ．社 会 的 コ ン テ クス トに結 び つ い た 主観的 意味 を解 釈 す る

こ とで ，コ ン テ クス トを動機的に 理解 し，社 会 現象 の 解 明 す る
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試み ともい える。具体的に は，解釈的現象学へ の ア プ ロ ーチ を用い

て、ネッ トワ
ー

クの さまざまな生活場面を解釈 した り，意味づ けら

れ る社会的 リア リテ ィ
（の

を理解する 。 そ して二 つ の 社会に お ける

ネ ッ トワ
ー

ク社会の 相違 を明らか にする こ と を 目指す もの で あ る 。

2　解釈的現象学へ の ア プ ロ
ーチ

　上 記 の 研 究 目的の た め，ネ ッ トワ
ー

ク社 会に接する ア プロ ー
チ

へ の 方法論 をまず 明確 して お こ う。こ の ため，解釈 的現象学の相

関概念や先行研 究を検討 し，それに 関わ る研 究方法 を整理 して お く。

2，1　 解釈的現 象学の 概念

　近年，多元化社会へ の 進展 とと もに，社会学 に お け る意 味現

象の 徹 底 的 な考察，日常生活研 究や ヒュ
ー

マ ニ ス テ ィ ッ ク ・パ ー

ス ペ ク テ ィ ブに 道 を開い た現象学的社会学は、ますます注 目を

浴 び て い る。それ は，日常 的 な世界経験 を通 じて 人 間と世界を

統
一

的 に記 述 した り，理 解 した り し ようとする 現代社会学の
一

つ の 視 点 で あ る。その 中 に は，よ り科学的なア プ ロ ー
チ とみ な

され，種 々 の 研 究分 野 に応用 され て い る もの と して 「解釈的現

象学 」 （interpretive　phenomenology ） をあ げ る こ とが で きる。

解釈的 現象学 と は，ハ イデ ッ ガー
（Heidegger）が フ ッ サール

の 現象学に基い て，人 間が普通 に操 る言語 によ っ て 位置 づ け ら

れ た，言語 を中心 とす る 人 の 精神的、内面 的 な さま ざま表 出の

解 釈 （interpretation＞ を組 織的 に展開す る方法で あ る 。

21 ．1　経験内容の 「エ ピ フ ァ ニ
ー

」

　そ れ に 最 も深 く関 わ っ て い る の は 患 者の 意味世界 に 接する

看 護 や 臨床心 理 学に 関わ る 研究分野で ある （Bleicher，1980；Aa

modt ，1983 ；Cohen ，1995 ；Denzin ，1987a ＞。看 護 や 臨床 心 理 学 に

お い て よ く使わ れ る研 究方法は，あ る 「場 」 （病 室、カ ウ ン セ

ラ
ーセ ン タ

ーな ど）に お い て ，患者が 自ら病気に 関す る 経 験 を

通 して浮 かび上 が らせ，語 られた内 容か ら，研究者はそ の 経験

内容の 「エ ピフ ァ ニ ー（5）
」（epiphany ）を見 つ け出 して，患者

の 行為 や行 動 に 影響 を及 ぼ す主 な出 来事な い し原 因を解明する

とい うもの で ある 。 元 来，エ ピ フ ァ ニ ーは 「神 の 出現」の こ と

を指 し，キ リス ト教の 歴 史の 中で は 最 も重要 な 「サ イ ン 」 と見

な され る。現 在 で は，事件や 経験 過 程 を再 現 す る と きに，最 も

記 憶 が 深 く常 に 瞬 時 に 浮か び上 が っ た 光景や 場面，また は そ

の 結果 や 方向に導 く幾 つ の 肝 要 な箇 所 と して 意 味づ けら れ る

（Denzin ，
1989 ）。 ち なみ に，看 護 や臨 床心 理学 に お い て は，患

者 らか ら数多 く語 ら れ た エ ピ フ ァ ニ ーに よ っ て，病症 を結 び つ

け，その 病気の 傾向性 を理解す る 。

21 ．2　相 関先 行 研究

　 また，社会学 に お い て も こ の ア プ ロ ーチ が 用 い られ て い

る。例 え ば，イ ン タ ビ ュ
ー

の 手法を通 して 語 られ た消 費経 験 か

ら，消 費 者 の 内 的 な 表象 価値観 を 再 現 す る とい っ た 方法 で あ

る。そ れは，消費者研究に お ける現 象学的 アプ ロ ーチ を用 い た

研 究 と い え る （Holbmdk ＆ H 曲 1981 正黜 ＆ SherTy＆

Wallendorf，1988 ；Helbroek ＆ O
’
　Shaughnessy，1988；武井，1991a ．b．c，）。

情報ネ ッ トワ
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　 そ の 他，対話過 程 に おい て 相互 作 用 的 な コ ン テ ク ス トを通 し

て，家庭 内の 親 子関係 （高 ＆廖 ，2004）や，教 育現場 にお け る教

師 と生徒 と の 学 習 プロ セ ス な どを検討 す る研 究 （Sherrill，2003）

な ど もあ る。こ れ らの 研 究 は，主体 対 象 に意 味や価 値 の 問題が

含 まれ て い るエ ピフ ァ ニ ーを注視 し，研 究 者 が 自 らの 経験 を内

省 しなが ら対象を内面か ら把 握す る こ とで ，その 意味 と価値 を

理 解す る とい う解釈 的 現象学 ア ブ m 一チ を応 用 して い る。

　そ こ で，本研究で は，社会科学 の 分 野 に適用 可 能性 が高 い と

考え られ る解釈的現象学は，人それ ぞ れ に 固有の 日常的体験を

踏 ま えて，社 会 を社 会 的体験 の 領域 と様相，お よ び 意 味世界 と

して 理解する 現象学へ の ア プロ
ー

チ の
一

つ で ある との 認識に立

つ 。こ こ で い う社会現象 とは，人 間と社会 との 無数 なエ ピ フ ァ

ニ
ー

に よ っ て再 構 成 さ れ る 物事 で ある と考え ら れ る。

2．2　解釈的現 象学 によ る方法

　解釈的現象学に関 わ る 研 究方法につ い て ，こ こ で は 1）構 成

媒介，2）社 会文化 背 景 と の 関係，3＞分 析 方 法 の ス テ ッ プ と

い う三 つ の 側面 か ら検討す る 。

22 ．1　構成媒介

　解釈的現象学に お い て は，研究者は 人 々 の 生活様式 な どの 諸

現 象を再構 成す る ため，社会生活の ある 局面に 立 ち入 り，対話

者 間 の 相互作 用 過程 に おけ る 記述 された 「エ ピ フ ァ ニ
ー
」 を理

解 しよ う とす る （Denzin ，1989＞。即 ち，研究者が 単な る経験内

容の 言 葉を分 析 す るわ けで は な く，経験 内容 の 意 味を忠 実に 再

現す るため に，発 話者 に よっ て，記 述 され る コ ン テ ク ス トに 浸

透 して 理解者 と して の ス タ ン ス を貫 くの で ある。

　Sherrill（2003）は．学 習現場 で教 師 と生 徒 との コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン 過程 と内容 を検討 す る際 に，解釈 的現象 学 に お け る構 成

集 団概 念 を提 示 した。そ こ に含 まれ る 集 団単位 とは ，「教 師」，

「生徒 」，「研 究 者 」 と 「コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 場」で あ っ た。そ こ

で，本研究は，それ ら互 い の 関係 を，「発 話者 ⊥ 「研 究者 ⊥ 「コ

ン テ ク ス ト （context ）」に大別 し，それ らを媒介 す る諸 要素 を

捉 える こ とを目指す 。 そ の 構 成 と関係 を図 1 に示 した。

図 1　現 象構 成 と関係

2，22 　社会文化背景 との 関係

　解釈 の 対象 とな る 記 述 内容 に は，単
一

も し くは 複 数の 意味 が

含 まれて い る。そ の 中 に発話者の 意図 した 内容，歴 史的状 況 の

中 に，物 事 の 受け取る 意味，伝統 是認 され た 意 味，お よび，

研 究者 な どが抽 出 した意味 な どで ある。即 ち，意 味 は，歴 史 的，

文化 的，社 会 的 と存在 的 な背 景 に 関 わ る 経験過 程 の 中に，人 々
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が 意識 して構成す る もの で あ る。現象学の 分野 に お い て，意味

を構成す る意識体験の あり方は 「志向性」 と呼ば れ る。第 2．1

節で 述べ た よ うに，現象とは記述 された 「エ ピ フ ァ ニ ー」 に お

け る 人 々 経験過 程 か ら の 志 向性 に よ っ て 再構 成 を しよ うとす る

こ とで ある （図 2）。（Denzin，1989；武井 ，1997；蔡 ，2000 ）

景背
’

存
在
的

社
会
的

文
化
的靄

コンテクス bA

経験過程から

の 翻 性
　 　 　 　 　 エ ピフ

　 　 エピフ ア　＝・A

コンテクス トB

経験溝程か ら

の 志向性

ニ ーB

コ ン テ ク ス トG

経験邊程から

の志向性

エ 　　アニー心

嶬蘓 飜 顳 業 1歯　甜　鴨　撫　幅　　、

図 2　現象構成の 概念

2，23 　分析方法の ステ ッ プ

　Denzin （1984a） は，物事 を理解す る た め に．次の よ うに 九

つ の ス テ ッ プが示 した。1）相 互作 用 的な テ ク ス ト （interactional

text） を収集 す る，2）完全 な テ クス トを全体的 に 呈示する，3）

テ ク ス トか ら複 数 の 経 験 的単 位 （experiential 　unit ）ま た は エ

ピ フ ァ ニ ーを引 き出す，4） そ れ ぞ れ の 単 位 と して 記 号 学あ る

い は 解 釈的 な分 析を行う，5）単位に つ い て の 解釈 をベ ース に．

テ ク ス トに 対す る参 与 者 に とっ て の ニ ュ ア ン ス を解釈す る，6）

テ ク ス トに 対 して 操 作 的解 釈 （working 　interpretations ） を

行 う，7） テ クス トと経験 的単位 との 解釈 を照合す る，8）テ

ク ス トの 全 体 的 な ニ ュ ア ン ス を把握す る，9）テ ク ス トに 対 し

て 新 た なニ ュ ア ン ス を 拡大 し，多重 的 な 解釈 の 可 能性 を呈 示 す

る 。 こ こ で は，上 述 の 概念 に基づ い て，本研究が用 い る 「解釈

的現 象学」へ の ア プロ
ー

チ に 関する 分析 手順 を図 3 に示 した。
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鵜

勢キストにおL、て捜稿

誉の ＝ 巫 7 ンス を燈騨

1
皆s刪

全体的なニ ュ ア

　 ンス の把撫

襟指醜 解駅
子キス←と刪 麒鴨 位

との 解駅葦順曾する

旧 薪た な二昌 7 ンス罍

貧嵐 多種鰹な榊 曜

　　町隠 量嫐懸

硯象の蒋構成

図 3　解 釈 的現 象学 に お ける 分析手続 き

3．現 象へ 接近 す るツール と して の掲示板

　本 研 究 で は，掲 示板 に書 き込 ま れ た テ ク ス トを通 じ て，語

られ た文脈 に よ っ て，社会的表象をあ らわ すこ とを試み る。場

所 の 感覚 を提供 する 掲示板 は，物理 的に 離れて い る人 々 を結 び

つ け る 機 能 を 持 ち ，集 団 と して の 所 属 意 識 を高 め て い る。ま

た，ほ かの コ ミ ュ ニ テ ィ
ー・

ツ
ール よ り、掲示板 ジ ャ ン ル の 区

分が 明確で ある ため ，ネ ッ ト社 会 に 立 ち寄 っ て くる人 々 が容 易

に 自分 と同 じ背景 （世 代，性 別，同性 愛 な ど） や趣 味 （フ ァ ン

グ ラ ブ．ス ポ
ー

ツ，美容な ど）の 仲 間同士 と 出会 い ，積 極 的 に

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を行 え る。そ して，そ れ に対 して，掲 示板 に

通 う人 々 が 自 らの 生 活経 験 を通 して さ まざ ま な 体験 や 認 識 （イ

メ ージ や 意識 世 論 な ど ） を あ ら わ す た め，社 会 的表 象 に 関

わ る諸 情報 や個 人的 な意 図 が よ く開示 され て い る （Hagel 皿 ＆

Armstrong ，1997＞。ネ ッ ト上 に お い て も，現 実世界の よ うに，

多様 な社会 的表 象が 　コ ン テ ク ス トを介 して 現れ る もの と考 え

られ る。

3．1　 調査研 究の 概要

　掲示板で 多くコ メ ン トが 寄せ られ，高 い 人気 が 集 ま る話 題 に

は，そ れ に 強 い 関心 を持 っ て い る人が 多い こ と を示 して い る 。

社 会現 状 と生活 場面 に お い て 人 々 が注 目 して い る 物事で ある と

考 え られ る。そ こ で，本研 究 では，それ ぞ れの 地域で どの よ う

な 話 題内 容 に，よ り高 い 人気 が集ま り，多くの コ メ ン トが 寄せ

られ る の か，また，そ の 中で 人 々 に 当 て ら れ る焦点が何 で あ る

の か を検 討 し，概 念化 す る こ と を 目指す。本研 究で は，前 述 の

解釈的現象学 にお け る プロ セ ス を援 用 し，掲 示板 にお け る話題

ジ ャ ン ル を一つ の 「場 」 とみ な し．投稿者 らが 自ら生活経験 を

通 して 浮か び 上が っ て 語 られ た 経験 内容の 「エ ピ フ ァ ニ
ー」 を

抽 出．理 解 す る こ と を試み る の で ある。そ し て，そ こ に 内包 さ

れ る 社 会的 な意味現象 を検討する。

3．2 　操作的解釈の枠組み

　次に，「エ ビフ ァ ニ
ー」 を抽 出す るため，「操 作 的解釈」に つ

い て 整 理 して お く、Denzin （1986b ） は，ア ル コ
ー

ル 依 存 に

浸 る者 の 生 活場面 を 考察 再 現す る際に，「時 間軸 マ ッ ピ ン グ」

（七emporal 　mapping ） とい う概念 を提示 した。即 ち，語 られ る

出来事 につ い て，研究対 象の 立場 を立 ち，関係 す る場所 や人物

及 び 内的情況 を含め ，出来事 を考察 し，読 込 もうとす る こ とで

ある。そ こ で ，本研 究 で は，掲示板 に記述 され た 経験的情報を

用 い て，経験 者 に よ っ て 語 られ る事実な い し 出来事に お け る 1）

場 面 ；語 られ る 経 験 内容 の状 言兄 2）個 人 的 な感情 表現 や意 識 ；

状 況 にお い て ，話 し手 に 生 じ る 感 じ，3）最 終行 動 の 巨的あ る

い は 意図 ；状況を方向づ ける，とい う三 つ の 要件 を指標 と して

解 釈 を 行う。要す る に，「何 か発 す る⊥ 「何か 感 じる 」，「何か

起 こ す」 とい う点に注 目して ，操作 的解 釈 を 行 い ，個人 的 な経

験 デ
ータ を もとに同種 の テ

ー
マ ，ある い は類似経験 の コ ン テ ク

ス トを集合 的 に検討す る 。
つ ま り，同 じテ

ー
マ に お け るそ れぞ

れ経 験 の 意 味 を デ ータの 塊 と して 整合 的 に 理解 す る こ と に よ っ

て ，社会 に お い て の全 体像 を得 る こ と を試 み る の で あ る。
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32 ，1　分析例

　表 1 に挙 げ た 分析例 に よ っ て，テ ク ス トの 分析テ ク ニ ッ ク

を整 理 してお こ う。以 下 に は，臨床心 理 学の研究方法に 従っ て，

掲 示板 に書 き込 まれ た個 人的 な経験 内容 を扱 う。まず，語 られ

た 経 験内容 に 関わ る 「人物」，「出来事 」 と 「人物 と 出来事 との

関係」を明確にする 。 次い で ，第 3．2 節 に三 つ の 解 析指 標 を用

い て ，解釈 を行う。 こ の 経験デ
ー

タ に は，ドメ ス テ ィ ッ ク ・バ

イオ レ ン ス （DV を略称）の 被害者が 夫 に暴 力 を振 る わ れ る 情

景，そ の 時の 自らの 心境，そ して，その 後の 決断の 様子 が 詳 し

く記述 され る と と もに 加害者の 特徴が 描かれ て い る 。

3．　3 　具 体 的手続 き

　本研 究 は，中国大 陸 と台湾 にお け る 「YAHOO 」掲示板 を

通 して ，ネ ッ ト社 会 の 生 活者 らに 語 られ た 日常 生活 の さ まざ ま

な 出 来事 に 関す る テ ク ス トを収 集 した。収集期 間は，2004 年

9 月 か ら 2005 年 2 月 まで の 半 年 問 で あ る。毎 月 コ メ ン トの 返

信 数が 上 位 100 位 に ラ ン ク され た テ ク ス トを収 集 した。多 く

反応 を引 き起 こ して 盛 り上 が っ た 投 稿 コ メ ン トを取 り扱 っ た た

め，収録投稿数は，中国大陸・台湾 を あ わせ て 1200 件に の ぼ っ

た 。 続い て，そ の 中 か ら掲示 板の ジ ャ ン ル ご とにネッ ト生活 者

らが よ り高い 関心 を持 っ て た り，人気を呼ん だ話題 が ど の よ う

な内容 で あ る の か を考察 した。な お ，最 も人 気が 集ま る 話題 に

つ い て は，当時の 社会現象 と生 活場面に お い て，人 々 が 注 目，

関心 を持 っ て い る物 事で あ る と推測 で きる ため，そ の 投稿内容

の テ ク ス トに焦 点 を当 て て検討 し た。

4 　結果 と考察

　まず，それ ぞれ の 地域 に おけ る投 稿 の 概 略 を述べ ，両 社 会 で，

最も高い 人気が 集まっ た 話題
一
『出会 い ・男 女 関係 』 につ い て

の 投稿を分析
・
解釈 し，それ に 関する社会的表象を比較 しなが

ら論 じる。

41 　投稿内容の 概略

　投稿 の ジ ャ ン ル に よ っ て，高い 人 気が 集 ま る 話題 別 を 検 討す

るた め，両社 会の 話題別の 投稿数 と当該ジ ャ ンル に 占め た 割合

表 1 テ クス トの 分 析 例

【セ ッ シ ョ ン 1】経 験内容の 枠組 み

（D 人 物 ；家庭 内暴 力 の 被 害者 女性 と加 害者の 夫

（2）事件 ： 25 年間結婚生 活 の 中に夫 の 精神的，肉体的な暴力 を耐 えて きた女性 の 経験

（3）人 物 と事件 との 関係 ：DV の 特徴 ま た は被 害者，加害者が 起 こ る感情 とそ の 後 の 行 動

【セ ッ シ ョ ン 2】経 験 内容 の 解 釈

テ キ ス ト 解釈

経験 内容パ ラ グラ フ 1 ：

（略）成人 して や っと　 自分 自身がみ っ けた職 に就 け …
　 夫と出合 った ・…　 私 に は 　結

婚を考 えて い る人 がいた。夫 と同 じ職場 ！ …　 夫は それ を 知 っ て 　私 をく横取 り〉 した形 に

なった 鱇 コ思えば　そもそ も　そんな強引な相手 だった 事に 問 題 は あ っ た と思 う　
囁

「別れ

た い 」 と言 うと　 「なぜ なんだ一！」 と怒 り ・・聞き入れ ない と ビン タ贈。そ れ も　私 の洋服

（1）場 面 ： 夫 の 暴 力 は結婚 前 に 兆 し が あっ た こ と。
（2）感 情表 現 と意 識 ： 暴力 の 兆しが あ っ た こ とに ，今気づ い た 螽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内
　　が、そ の とき にそれ が 夫の 愛 で ある こ とを信 じて い た 羃。
（3）起 こ っ た行 動 ：加害者の 肯 定 的 な側 面 に 絆 を感 じ，夫を 受 け

　　入 れた。
幼 口害者 は、
→ 嫉妬心 が強い 韈
⇒ 暴力 を 伴 い ，人 の 行 動 を制 限す る變
⇒ 暴力 を振 る事 実 をね じ 曲 げる憑

⇒ 懺悔 し て 同情 を寄せ る

を全部剥 ぎ取 り　逃げ られな い よ うに して囈…　 私 が 諦め る と 「ごめ ん ね ・愛 して る ！愛

し て るか ら言 うんだよ　」 と ・・毎 日毎 日　そ の繰 り返 しだ っ た 　．

経験 内容パ ラグラ フ 2 ：

m 年前、〔略〉 〔私に
一

言の 相談 も無 く〕 ある地方 に転 勤　家族 に は 有無 を 言わ さず同行 させ

鱗 ある 日、ベ ロ ベ ロに 酒を あお り　私 に 「駅 ま で迎 え に来 て
〜

」 とラブ コール 。（略1 家

に帰 り着く と、子供達 の 勉強机が （転勤 に よ り新 し く 買 った ｝　 き て い て　そ れ を 見て カ ッ と

雌 か、二階 で洗濯 物をたたん で い た私 の所 へ来て凄 い顔 で 「オ イ ［こ ら
一1俺様 は 亭

（1）場 面 ： 子供 の 勉 強机 購入 を告 げ なか っ た こ とだけで ，転勤の

　　相 談 もな く，職 場 の 人 間 関係 の 行 き詰 ま りの た め に お 酒に 酔

　　っ た夫 にひ ど く暴 力 を振 る われ て 入 院 した 。
（2）感 情表 現 と意 識 1 暴力 が続い て い る 間に 示 された優 しさに魅

　　せ られ て しま う自分 は 嘆 か わ しか っ た 螽。
＊加 害者 は、
　　　　　　　　　　　　　　　卿w
⇒ 優位 性 を 強調す る，自 己中心嚢
⇒ 感情 の 波 が 大 き く変化 す る蠑
⇒ 爆発 的な暴力 を振 る う後，優 し くなる ，親密 的 な 関係 を求 め る

　　　　　w
主だ ぞ〜1 」働と言 うや否 や私 に 襲い 掛 か り髪を 鷲掴 み に して （略）　 二階 か ら引き摺 リ ドう

し 〔略） 「ご めん ・僕 を殴って も良 い よ」 と （略）そ して 夫が 「一生 か けて 償 う義務が あ る 」

と思 ったか ら ・・5 目後　夫 が会社 を休ん で家事 をし て い る事 も考 え　退 院す る と、そ の 夜力

ら セ ック ス を求め て き て 　・・痛みが あ る に もか か わ らず　拒否 す ら出 来 な か った 自 分 自身

が情 け な く …

経験 内容パ ラグラフ 3 ：

夫は 「確か に暴力は い けな い か もしれ ない け ど、暴力 振 るわ れ るに は 振 るわ れ る理 由が あ るん

型 鍵」 と ・勃 備 私が夫 を 「騁 罪／ で 訴 え る事 も 出来 た．で も子 供の 父親 を犯罪 ．
にす る事 は出来 ない

・と断念 した 事が 　結局 　仇 に な っ た ・・1そん な我慢を し続 けて い る私

に 4 年前 「妻が夫 の 言 う事を聞 か ない 」 とい う理 由 で 「離婚調停　麟！？ （略〕…　　そ の 際

（1） 場 面 ：子供 の た めに暴力 で 夫 を訴 え る こ とをや め た が ，理 不

　　尽 な事 で 夫 に 離婚 を求 め られ た。
（2） 感 情表 現と意識 ：人情の 絆を感 じ，自ら犠牲 とな っ た 弄。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼻匸
（3）起 こ っ た行 動 ：夫 を憎ん で も，別 れ を 勧め られ て も離婚 せ ず。
　　経済 的，世間 体の た め に 子 供が 自立 で き るまで は暴 力 をふ る

　　われ る生 活 に耐 え続け よ うと し た。
＊加 害 者 は、
⇒ 自分 の 行 動 を他人 の せ い に す る，自分を正 当化す る鹸
⇒ 理 不尽 な る事 で相 手 を非難 す る讖

私が 「 供が　大学に入 るま で はこ の ままで
・大学 に入 って成人 す る まで の 間に　夫婦 と して

　　　　　　　　　　　　　　　嚀
れ るか どうか　見極めた い と思い ます 」 と…　 そ して今　私 は 　夫 と　家庭 内別 居．（略）

テ クス ト分析例 の 出所 ： 「モ ラ ル ・ハ ラス メ ン ト被害者 同盟」 httpr 〃…．　geocities ．　jpfm。raha
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を表 2 に示 した。

　毎月返 信数 TOP100 に達 した投 稿 内容 をみ る と，中 国大 陸で

は，幾 つ もの ジャ ン ル が あ る 中で ，全体 の 6割 が 『出会 い ・男

女 関係』 に 集 中 した。一方，台 湾 で は幅 広 く，い ろ ん なジ ャ ン

ル に人気 が分散 して お り，『出会 い ・男 女関係』，『ビジ ネス と経 済』

と 『政治 』 の そ れぞ れが約 2 割の 返信 を集め た 。 以 下 に，両社

会 にお け る投 稿 の 特徴 を 具体 的 に 検討 し，それ ぞ れ の 地 域 の 投

稿者 が ど の よ うな話題 に興味を持 っ て い る の か をみ て み よ う。

表 2 投稿 ジ ャ ン ル の 割合 と投稿 数

ジヤ ンル 項 目 中国大陸　 台湾

A．エ ン ターテ イ ン メ ン ト

　 A−1、コ ミ ッ ク ・ア ニ メ
ー

　A−2．映画

　A−3．音楽

　A−4．芸能人
・

タ レ ン ト

　A−6．お 笑い

51631122

13％
24501且

　

35

17％

B．ス ポ ーツ ・レジ ャ
ー　　　　　　　無し　　　 6％

B−1．ス ポ
ー

ツ

B−2．自動車

B−3．旅 行

25101

C．出会い ・男女 関係 　　　　　　　　62 ％　　　 24 ％

　C−1，恋 愛　 　　 　　 　 　　 　　143　 　　 115

　 C−2．　結 婚 　　　　　　　　　　　　　　　　　　231　　　　　　　28

D、ホビF一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 無 し 　 　 　 3％

　 D−1、オ ン ライ ン ゲ
ー

ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16

E．ビ ジネ ス と経 済　 　 　 　 　 　 　 　 　7％　 　 　 24％

E−L 株式

E−2．雇用

E−3．保 険

E−4．職 場

　 　 　 　 98

　 　 　 　 19
　 　 　 　 　 5

43　　 　　 　　 20

F．生活 と文化

　F−1，年 中行 事

　 F−2．海 外 生活

　 F−3．二 ＝L 一ス ・時事問題

　 F−4、グル メ

　 　4％　　　　1％

8　　 　　　 3

且3
　 　 　 　 　 1

5　 　 　 　 　 7

G．家庭
・
住ま い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1％ 　 　 　 1％

　 G−1．　者［動 産　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　3

H．健康 と医学　　　　　　　　　　 無 し　　　 2％

　 H−1．ダイ エ ツ ト　 　　　　　 　　　　　 　　10

　 H−2．病気 ・療法 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 3

1．芸術 と人 文 　　 　　 　　 　　 　 　　13％　　 　 無 し

　1−1．ネ ッ ト小説　 　 　 　 　 　 　76

J．政治 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　無 し 　　 23 ％

J−1．軍事 ・外交

J−2．選挙

J−3．政党
・
団体

147846

無 し ：ラ ン ク され て なか ったまた は 設置 され ない ジ ャ ン ル

4．1．1　 異 な る話題内容

　まず，台 湾 で ラ ン ク さ れ て な か っ た 『芸術 と人 文』が，中 国

大 陸 で は 人気 を集め て い る 。 そ の 内容は創作 オ ン ラ イ ン 小 説が

中心で ある。創作の もとに なる ア イデ ア や，自分 の 主 張 を表現

す る意 欲 をみ た す か の よ うに，新 たな文 学 メ デ ィァ で あ る ネ ッ

ト小説が 流行 して い る た め で あ る と考 え ら れ る。特に 家族の 絆

と愛 とい うテ
ー

マ は高い 人気 を集めた 。

　
一

方 で ，中 国大 陸 で ラ ン ク さ れ な か っ た 娯楽 や，健 康 に

関わ る 『ス ポ ーツ ・レ ジ ャ ー』，『ホ ビー
』お よ び 『健 康 と医

療 』 の ジ ャ ン ル につ い て は，台湾で 興味 を持 っ て い る人 が 多

か っ た。そ の 内 容 は，主 に 野 球 フ ァ ン の 応 援，自動車 の 価格，

技 術 や 改造，多人 数 参 加 型 オ ン ラ イ ン ・ロ ール プ レ イ ン グ ・

ゲ ーム （Massively 　Multiplayer　Online　Role−Playing　Game ，

MMORPG ）の バ ー
チ ャ ル 通貨の 取引情報 ある い は，ダ イエ ッ

ト方法 と民 問療法 をあげる こ とが で きる。

4 ．1，2 　言論自由の 弾圧

　中国大陸で ラ ン ク されて い な か っ た 『政 治』 が，台湾 で 高い

人 気 と示 した点 は，目を引 く。中国大 陸 で 人 々 が 興 味を示 さな

い の で はな く，中 国大 陸の 「YAHOO 」掲 示板 に 設 置 さ れ な い

コ
ーナー

で あ るの だ。検 索 サ イ ト
ー
中国大陸 の 「Google」で 『政

治掲 示板 』 と い うキー
ワ
ー

ドで 検索 して み る と，その 結果 政

治に 関わ る コ ミ ュ ニ テ ィ ・サ イ トは 政府 関係機関 ま た は 学校機

関 に 限定 され て い る こ とが 明 らか と な っ た 。
こ れ らの 政治的な

コ ミ ュ ニ テ ィ
・サ イ トは 言論 を統制 しや すい ，つ ま り，発 言者

ら を ロ ッ ク ・オ ン （lock　on ） しや す い 「場 」 に 設 置 され て い

る の で ある 。 「YAHOO 」の よ うに 誰 で も容易 に 立 ち寄 る こ と

の で きる 公開の ウ ェ ブ サ イ トで は，政治 に関す る話題 は 禁 じら

れ て い る の で あ ろ う。

4．1．3　共通話題の 特徴

　また，両 社会 と もに ラ ン ク され たジ ャ ン ル に着 目す る と，『エ

ン タ
ー

テ イ ン メ ン ト』，『出会 い ・男女 関係 』，『ビ ジ ネス と経 済』，

『生 活 と 文化』 と 『家庭 ・住 まい 』 を挙げる こ とがで きる。

　 （1）類 似 点 に つ い て

　両社 会 の 内容 的 に，最 も類似 点 が 多か っ たの は以下 の 三 つ の

ジ ャ ン ル で ある。一
つ 目 は，「エ ン タ

ー
テ イ ン メ ン ト』 で，最

新芸 能情報が 主 と して や りと りされ，人気歌 手，俳優，新譜や

映画 な どに つ い て の 評 価 や主 張が や りと りされ て い る。今ひ と

つ は，『生 活 と文 化』 で あ る。 収集 期 問 が年末年始で あり，最

も重 要 な年中行事が 行わ れ た こ と よ り，内容 として はお 正 月 に

関す る 風 習 と習慣，お 正 月料 理 と調理 の 豆 知識 また は，海外

で の 帰省子女の 心境 な どが多 く記 述 され た。ま た，さ ら に 「家

庭
・
住 まい 』で は部屋 探 しや 賃貸 情報の 掲 載が 主で あっ た 。

　 （2） 相違 点 に つ い て

　一方，両 社 会 間 で 内容 に 相 違が み ら れ た の は，『ビ ジネ ス と

経 済』と 「出会 い ・男女関 係』で あ っ た 。 『ビジ ネス と経済』で は，

上 司，同僚 と部下 との 付 き合 い や，社 交 の テ クニ ッ クに関 す る

ア ドバ イ ス を求 め る とい う点 につ い て は，両社 会 と も 共通 の 要

素が多か っ た。た だ，台 湾 で は 職 場 の テ
ー

マ よ り，人気 を集 め

るの は株式投資で あり，株式市況解説，株価相 場動 向 の 分 析 レ

ポ
ー

トや割 安株 取 引等，各種の 投 資情 報 が 満 ち溢 れ て い た 。 こ

れ に対 し，中国大陸で は，株式投 資 者の 数 は，上 海 ・深 セ ン 両

株式市場 の 取引口 座 が計 6500 万 件 以上，1 口 座 当 た り 3 人 と

み て も，株式投 資者 は 総 人 口 の 20％ に 満 た ない 。 中 国大陸の

株 式市 場 とマ ク ロ 経済 の 発 展が 連動 し な い の は株式市場 の 投 資

者が総 人 口 に 占め る割 合の 低 さの た め で ある （人民 網 ，2005）。

そ の た め，株式投資に 関する 話題が ほ とん どラ ン クされ て い な

か っ た の で あ ろ う。

4．2　現象の 理解 と解 釈

　さ て，『出会い ・男 女関係』 は，両社 会 と も最 も高 い 人気 が
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集 ま っ た ジ ャ ン ル で あ る。ただ，それ に関 して 示 され た 社会的

な表象 に つ い て は，明確 な相違 点 を見 出す こ とが で きた。以 下

に，両社 会での 男 女関係 に 関わ る社 会的現 象を検討 してゆ く。

　表 2 の ように ジャ ン ル 項 目 C 『出会い ・男女関係』 にお け る

各話題 別の 中で 【恋愛 】，【結婚】に 関 す る話題 が多 くや りと り

され た。本 研 究 は，【恋 愛】全 258 件 ，【結 婚 】全 259 件の テ

ク ス トに 記 され た 経験 デ
ー

タ
  を個 々 に検討 し，第 3，2 節に

提 示 した 解釈 を行う三 つ の 要件指標 に て ら し て，各 コ ン テ ク ス

トの 「エ ピ フ ァ ニ
ー
」を理 解，解釈する 。 さ ら に，第 2．2 節に

述べ た解釈的現象学に お ける分析手順 に 基 づ き，両社 会 の 男女

関係 に 関わ る社 会 的現象 を探究 する。

42 ，1　 【恋愛】につ いて

　 両 社 会 と も約 7 割 で 「セ ッ ク ス 」 をテ
ーマ と して 議 論 をた

た か わ して い た。「性 と 愛」 に関 わ る 心 理 的葛 藤 が 語 ら れた 場

面 が 多か っ た 。

　（1） 中 国大 陸 で 「結 婚 で 押 しつ け られ る 貞操 観」 の 現 象

　性 は 大切 な人 に 守 っ て 捧 げ る モ ノ と い う「貞操 観」が 根強 い 。

こ の 性 的な規範には，男性 には 適用 されず，女性 にの み 押 しつ

け ら れ る。結婚前に 性的 関係 を持て ば 幸せ に 辿 りつ けな い とい

う考えが
一般 的 に 定着 し て い る。

　【経験 デ
ー

タ C1 −034】

　今付 き合 っ て る男 と性 的な関係 を持 っ て た…
で も、将 来 の 結

婚 相 手が彼 じゃ ない な ら　 　せ な生 活が 送 れ る かな あ　 夫 に 軽

蔑 された らど
’
しよ

’
、と　 える とtk」ma　 lで も、全衄 杢

当好 き…あれ を断 っ て 別れ られ る の も嫌。今の 彼 と結婚 す る し

か な い か も しれな い

　【経 験 データ C1・107】

　昨 日彼女 と別れ た。4 年間付 き合 っ て た…
長か っ た な。愛 し

て い る け ど、彼 女の 過去 はや っ ぱ り気 に な っ て て、彼女 が処 女

で は ない 　私 以外 の 男 と関 系を持 っ て た　 た だ処女 で は ない 彼

女 を捨 て た僕 は悪 い …？で も、気 に な らない 男 はい な い と思
’

　男 女 間わず，愛 す る 人 に 「性 」 を捧 げ る の は幸 せ の 重 要 な構

成 要素 で あ る こ と を意 識 して い る た め ，「結 婚 」が 「性 」 をめ

ぐる経験 によ っ て大 き く左右 され る 。 中 国大陸社会で 性は 女が

男に捧げる モ ノ で あ り，一
緒に 人生 を歩 む結婚相手の た め に 守

る べ きだ と い う観 念 が強 い 。そ う した幸 せ をつ かむ条 件 は「愛 」

だ けで は な く，男 と の 交渉 の 手段 と して 自 らの 高 い 精 神性 と 忠

実 さ をア ピール で きる 「性 」も含まれ る。語 られた経 験 データ

か ら見 る と，中 国大 陸社 会 で は，「女性 の 幸せ 熹結 婚」 と い う

考 え を持つ 女性 が 多 く，幸せ を つ か む，夫 を 喜ば せ る た め に，

自ら情動的な本能 を犠牲に して 男性中心的な見解 を受け 入 れ

た。つ ま り，「性 と愛 の
一体 化」 とい う常 識 よ り 「性 と結 婚 の

一
体 化 」 とい う見解 が社 会 的 に成 り立つ 傾 向があ っ た。

　（2）台湾で 「性的経験 は 女性の 価 値の 尺 度」 の 現 象

　中国大陸男性 よ り台湾男性の 方が 比 較的に 開 放的な考 え を

持 っ て い る よ うで ある。結婚前の 性的 な 規範に 対 して よ り寛容

な態度 を持 っ て い る。しか し，「性的な 本能」が 決 して 男女平

等に 扱 わ れ る こ とは ない 。男性 に とっ て は，「性」が 本能的な

もの で あ り，生理 的 なニ
ーズ があ る た め，愛 と性 は一体 で な く
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て もよ い との 社会的認識が 認め られ た。

　【経験 デ ータ C1−0141

　男 っ て、彼女が 自分以外の 男は何人まで 許せ る ？wati 変

わ っ た と分 か っ て る け ど、で も、何人ぐらい まで 許せ る っ て 、

や は り男 同士 か らの 本 音 が 知 りた い な あ 。 性 的 な経 験が 多い 女

が イヤ だ な。 そ ん な女が 愚 の ない セ ッ ク ス で も
’
気 に 楽 しん で

る っ て
…

。 私は 女の 年を も とに 数 を決め る
…。彼女が今 28 才

で 二 人 だけ な ら　 （や っ ぱ想像 した くな い Il 　 で も、彼 女が

今まで 何人 と付 き合っ て たの かは まだ 知 らな い し。彼女 との 関

係っ て、一応、未 経験 口 も しか して 彼 女 は処 女…そ れ な ら、

ラ ッ キーH

　【経験 デ
ー

タ C1・059】

　 こ の 前彼 女 と別 れ た 凵 理 由 っ て、ほか の 女 と…。本 気 じゃ

な い し、た だ遊 び な の 1男 は元 々 そん な もん だ な 1結 婚 前 に彼

女 も くれ ない し…男 っ て 生 理的 な ケ モ ノ 。 女 は な ぜ それ を理 解

で きな い の ？男 の 本 能 を別 れ る理 由にす る っ て、彼女 は ほ ん

と
一

に わ が ま ます ぎる じ ゃ ない 1

　台湾男性 は 「愛 と性の
一
体化 」と い うこ と を大体肯定 し て い

る 。 つ まり，セ ッ ク ス に つ い て は，結婚前か 結婚後か とい うこ

とは，さ ほ ど重 要 で は な く，愛の あ る セ ッ ク ス な ら認 め ら れ よ

うだ。ただ，台 湾社 会 が ，「性 」 に対 して の 男 性 中 心 主義 か ら

離脱 しつ つ あ る とはい え ない 。台湾男 性は女性 の 性 的 な経 験 の

有 無 よ り，経験 の 多寡 に 拘泥 して い る。そ れ に よっ て 女性 の 価

値 を見 定 め る 傾 向 もあ っ た。愛 の た め に 自分 を捧 げ る 女性 が 可

愛 ら しい と台湾男性は 思 っ て い る。それ に して は，その 愛 を捧

げ られ た唯一
の 男 に な りた い とい う気 持 ち は，中国大 陸男 性 と

変 わ らなか っ た。つ ま り，男 性 に と っ て は，「性 」 的本 能 は女

性 に は認め られず，愛 の あ るセ ッ クス だけが認 め られ る。

　 （3）両社 会 の 比 較

　2005 年 に 中国 の 天 津 に あ る 8 つ の 大 学 に お い て，性 に対 し

て よ り開 放 的 な考え を持 つ 大学生 を対 象 と した調査 に よる と、

約 6割 の 大 学 生 （女性 74，5％，男性 54．4％）が 婚 前 交 渉に 関

して 否定 的 な意 見 を示 して い る （中新 網，2006）。こ れ に対 し，

台湾 で は，男 女 間 わ ず，婚 前 交渉 に 対 して 5 割 以上 が肯 定 的

な態度を示 して い る調査結 果 があ る 。 しか し，そ の 中 に は，「賛

成 し て も自分 自身 と関わ る な ら ば別だ 」 とい う答 えが 25 ％ 以

上あ っ た。ち なみ に，個 人 的 に は，性 的 に 対 す る 「認知 」と「行 動」

の 間 に 「under 　report 」 とい う不
一

致 の 現象が存 在 した （国家

政 策 研 究基 金会，2001）。こ う した結 果 を総合 的 に み る と，両

社 会 と も性 的 規範 に つ い て は，男女 平等 論 を唱 えつ つ も，女 性

が 「受動 」で あ らね ば な らな い と い う考 えが 今 日で も定 着 して

い る こ とが 分か る 。

4．2．2　 【結 婚 】 につ い て

　両社 会 で は，結婚 につ い て 交 わ され た主 なテ
ーマ が 異 な っ て

い た 。 中国大陸で は ，6 割以 上 が 『結婚生活の 疲れ を如 何 に取

る か 』 が テ
ー

マ し て や りと りされ て い た。一
方，台湾 で は，『結

婚す る か ど うか』が 中心で あっ た 。

　（1）中国大陸で 「夫婦間で の 恋愛を喚起」の 現 象

　経 験 デ
ー

タ か らみ る と，結婚生 活を何 年間か 平凡 に暮 ら して
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か ら，「安 らか 」 と 厂ロ マ ン チ ッ ク 」の バ ラ ン ス が と れ な い と

感 じた 女性が多い 。

　【経験 データ C2−197】

　夫 と結婚 して 10年 目に な っ た。近所 で も仲 良 く、評判 の よ

い 夫婦 だ と思 わ れ て る 。しか し、最 近 夫婦 生活 に 結 構 疲 れ た

な ぜ な ら、最 初に思 い 浮 か ん だの は更 年 期 障害 か な…
で も、

30 代半ばの 私は まだ まだ よ ね。夫の 問題 だ と も思 っ て ない …

す ご く温 厚で 穏や か な人。家 事、子 育 ち も手伝 っ て くれ る し。

で も
…日

近　との 間 に何か足 りない と感 じた　恋 の ワ ク ワ ク感

は しほ し い
…
昔付 き合っ た と きに戻 りた い

・・

【経験 デ
ー

タ C2−207】

結 婚 っ て 、恋 人の 愛情か ら家族の 愛1青に移行する とい

H
こ と

を実 感 口 前夫の
一言 で 結 婚 は そ うい うもの だ とや っ と分か っ

た。「婚 姻 は幻 想 の 終 わ り」 っ て。最 初 は そ ん な こ と をい う夫

に批 判 的 だ っ たけ ど…
今はそ の 通 りだ と思 うわ。結婚前か 新婚

の と き、前 向 きの 期待、理 想　 幻想 ？） は い っ ぱい あ っ た け ど。

今、生 活の 現実 しか残 らな い …。愛 が な い わ け じゃ な い が、塞

族愛の 平 ・の 　せ なん て ぬ る い …ね。今、子供 が まだ ち っ ち ゃ

い し、夫婦 二 人 で 子育て や仕事 な ど、い ろん な こ とが話 し合 え

る け ど、将 来子供 が独 立 して 、夫が 定年 した ら、夫 婦二 人 で 毎

日
一
緒 っ て …そ う考 え る と、こ れ か ら夫 婦 で 人生 2 回 目の 恋

を築 く方法 を見つ け な きゃ 目

　前 述 した よ うに 「女 性 の 幸 せ 一結 婚」 だ と思 っ て い る女 性 が

少 な い わ け で は な い 。と こ ろ が，実 際 に は 「結 婚が 恋 愛 の 幸せ

の 延長 線 」 とい う説 「女性 の 幸せ ；績婚 」 の 神話 が 崩壊 す る

こ とにあ る 。 こ れ に つ い て は，あ る意 味 で 幸せ が な くな る こ と

を感 じた 女性 も多か っ た 。また，男 女 問 わ ず，愛 を感 じる要 素

の 中 にお互 い の コ ミュ ニ ケーシ ョ ン （言語 的，性 的〉 と，情 熱

は 結婚の 次第で だ ん だ ん 薄 くな る こ と も感 じた 。

　【経験 デ ータ C2−063 】

　結婚生活 を人生 に例 えれ ば、今妻との 間 に 「中年危機」が や っ

と来た 11 最近 夫婦 の 会 話 も少 な くなる し、もちろ ん恋 愛 中 と

新婚の 頃 の あつ い 思 い もな　 なる。そ れ を冗談 で 妻 に話 したけ

ど。「もう若くな い か ら」 っ て 言 わ れ た が 、本 当に 年 を と る と

も
’
恋 を　わ えない か な P 　結婚 20　 目を迎 える 中年男性の

魍

　昔の 中 国婚姻関係 とは，夫婦の 愛「青とい うよ りも，一
族や 親

の た め ，子孫 を残すた め の もの で あっ た （晨光 ，2005）。とこ

ろが，現在 の 中国大 陸社 会 で は，男女 が 自由恋愛 に よ っ て結 婚

す る。前述 した よ うに ，幸 せ な結婚生 活 を迎 え る た め に，女 性

が 男性へ 捧げる の は，「愛」だ けで は な く，純潔 さ を訴求で き

る 「性」も重 要な要素で ある 。だ が，婚姻 は時間を経る に したが っ

て，興 奮 は 冷 め て い き、また セ ッ ク ス の 限界効用 も下 が っ て い

く （晨 光 2005）。それ ゆ えに，中国大 陸社 会 で，男 女が その 「性」

に 関 わ る心 理 的葛藤 を越 えた後，婚姻 生活 を営 むため，再 び「愛」

を求 め る こ とに もどっ た の で あ る。したが っ て，現在は 「婚姻

内の 恋 愛 」 を提起 す るの が 中年 お よ び熟 年 に向 か う中国 人夫婦

の 大 きな課題 と してみ な され てい る 。

　（2）台湾で 「晩婚化 と非婚化へ の 移行」の 現象

　【結 婚】 に つ い て は，台湾で は ，男性が 「晩婚化⊥女 性 が 「非

婚化 」 に移行 して い るが，その 背景 を読 み取 る こ とが で きる。

　【経験 デ
ー

タ C2・13】

　女に とっ て 、学歴 の 卒業証書 よ り婚姻証明書は価値が ある ？

最 近親 に結 婚 を迫 られ た 【どん な 高学歴 で、高 収入 が あ っ て も、

女 が 結婚 し ない と世 間体が わ る い と説教 され た 1結婚 よ り女の

価値 を高 め るこ とはい っ ぱい ある し、特 に 今 の 男 は頼 れ るわ け

で もない か ら。結 婚 は
一

生 の 保 障 とい う話 は もう成 り立 た ない 。
’
せ を感 じない 結婚 よ り、時間 的、itl 的 な 、裕 を持 っ て 、一

人 の 楽 しむ生活 を送 る の が幸 せ だ。

【経験 デ
ー

タ C2−07】

が 結婚する と、よ り多 くの 責任が負わ され る 。 WW
と し て の 役割か ら ほ か の 役割も加 えて くる 。 もちろ ん男も同様

に役割が 増 えて くる が 、そ れ は、た だ形だ けだ。子育て や 家事

をに な うの は や っ ぱ り女だ 。 女に とっ て は、結婚する メ リ ッ ト

が なか な か ない ね。

　 台湾 女性 が 「非婚 化」 傾 向 に な る理 由 は，独 身時代 の 快 適 さ

で あ る。つ ま り，自分 な りに，自由な生 き方 を楽 しみ たい とい

う女 性 の 意 識 に加 え，高 学歴 にな っ た女性 たち は，経済 的 に男

性 を頼 る必 要 も少 な くな っ て い る の だ。また，結 婚生活 に入 る

と，女 性 は 妻 と して ，嫁 と して ，母 親 と して の 役 割 を果 た し，

家事，育児 な どの 負 担 も大 き くな る との 意識 も強 く影響 してい

る。ほ か の 経 験 データか らは，同棲が 結 婚 と あ ま り変 わ らない

上 に，自分 の ペ ース を保 て る と い うメ リ ッ トもあ る た め，結婚

よ り同棲 を選ぶ 女性 が多 くな っ て い る よ うだ。さ らに，妥協 し

て 自分 の 理想 や 望み 通 りで は ない 婚姻 関係 を築 くよ りも，自由

で 経 済 的 に も時 間 に も余 裕 の あ る 「独 身貴 族 」か，シ ン グル マ

ザーと して生 きて い きたい と意 識 してい る女性 も増 えて きた 。

　【経験 デ
ー

タ C2−20 】

　結 婚 で きない 男 っ て い つ も性格 が 悪 い と世 間 に 格 づ け さ れ

亙 1で も、最近女が 結婚 しな くて も、しっ か りして い る とか 自

立 で き る とか…新世 代女 性 だか らほめ られ る。結 婚 した くな い

わ けで は ない け ど。で も、自分 よ り気 が 強 い 女性 は、ヤ ダな…

自分 よ り学歴 が 高い 女 も…。や っ ぱ り、男 の プ ラ イ ドっ て 許さ

ない 。

　【経験 デ
ー

タ C2・02 】

　中年男性の 魅 力っ て 何 ？経済力、社会経験、女 を可 愛が る 精

神
…。若い うちに 束縛され たい 　は い ない と思

’
。自由 な生 活、

女 きな　 　、い ろ んな　 験 を若 い
’
ちに楽 むべ きだ 。 中年 にな っ

た ら、また 安定 した 。 婚 生 活 を 送 る 。 特 に 中年男性 の ほ うが 若

い 女に もて る か ら。

　台湾女性の 「非婚化」傾 向と比べ ，台湾 男性 はその 「晩婚 化 」

を示す 状況 が多 くみ られ た。さま ざまな経 験 デ
ータか ら見 る と，

男 性 が家 族 を持 つ べ き とい うこ と に 対 す る世 間の こ だ わ りは，

現 在 もそ の ま ま変 わ っ て い な い 。結婚 で きない 女 は 高 学歴，高

経 済力で ある とい うイメ ージ が 定着す る
一
方で，結婚で きない

男 は性 格 的 に何 か 問題 が ある と い うイ メ
ー

ジ が 抱 か れ て い る と

考 え られ る。男性が 「晩婚化」する の は，女 性 の 経 済 的 自立，

男 へ の 「期待値」の 上 昇な ど とい う原 因 も重 要 だが，実 際 に 「賞

味期 限」 が短 い 女性 と比べ て ，男性 は年齢の と もに 経済力，社
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会 地 位 な どが 高 ま り、安定 性 を 得 る か ら こ そ，若い 女性 に魅力

だ と思 わ れ る こ とが 多い の もそ の 原因の
一

つ で ある。そ こ で，

若い うちに 結婚す る，あ る い は，逆 に独 身主義を抱 くとい う道

を選 ぶ 男性 は少 な く，「晩婚 」 を楽 しむ 男性 が 多 くな っ て きた

傾 向 を見て 取 るこ とが で きる。

　（3）両社 会 の 比較

　両社 会 の 問で 【結婚1 に対す る着 目点が違 っ た こ とは 興味深

い 。2004 年に 中 国大 陸 の 北 京，上 海，広 州，成 都 な ど の 8 箇

所 の 大都 市 にお い て 20代 男 女を対象に 「家庭，結婚」に 関す

る 調査が あっ た （中国青年報，2005 ）。 そ の 調査 結果 に よ る と，

20 代の 若者に もか か わ らず，「結 婚 」 に対 して 「人生 の 必至 の

道の
一

つ 」（75．1％ ），「
一

に 従い て 終れ ばな り」 （65，3％）な ど

の 伝 統 的 な価 値観 を持 っ て い る人 が多か っ た と示 され た 。 ま

た，「人 生
一

番 幸 せ な の は 暖 かい 家 庭 を持つ で あ る」 と 思 う人

は 67．1％ を占め た （中国 青年報，2005 ）。こ うした 結 果 を総合

的 にみ る と，結婚 に対 して中 国大 陸で は，よ りポ ジテ ィ ブ な行

動 へ の 志 向性 が あ っ た。期 待 はず れか，冷 た くな っ た 結 婚生 活

を，夫婦 共 同体 と して 営 む べ き，「婚姻 内の 恋 愛」 と い う男女

関係 を再構 築す る こ とで 「結婚」を否定 して しまわ ない 。

一
方、

台 湾 で は，政 府が 実施 した 調査 に よ っ て 「シ ング ル生 活 を楽 し

む，独身主義 を持…つ 」，「経済的な条件が 満た さ れ て い ない 」 と

い う二 つ の 原因が 20，30代の 男女が最 も結婚 した くな い 理 由

で あ っ た （行政 院衛生 署，2004）。ち なみ に，台湾 で 「結 婚 」

を条 件 （例 え，自由 を奪 われ ない ，経 済 的 な保 障 が あ る な ど）

に よ っ て，は か っ て い る ケース が 少 な くない 。「結 婚 」 は夫婦

二 人 の こ ととい う よ りも，あ る意 味で 個 人 的 な 「営 み」 と して

み な され て い る の で あ ろ う。

5 　 おわ りに

　ネ ッ トワ
ー

ク 社会の 進 展に よ っ て 新 しい 社会 研 究 の 可 能性

が 開 け よ うと して い る。ネ ッ ト上 に書 き込 まれ る，そ して，そ

こ で 語 られ る 物語 は，鏡の よ うに現実社会の 人々 の 外的，内的

な表象 を 映す 。 こ こ に，本研 究 は，コ ミ ュ ニ テ ィ ・サ イ トに お

ける さ まざまな社会的経験に基づ くテ クス トを通 して，一
種の

社会的リア リテ ィ ，すなわち，日常生活の ある場面 と風景をあ

らわ す こ と を 目指 した 。本研 究 に お い て は，研 究 方法 と し て用

い た 「解釈的現象」の ア プロ ーチ に は，研 究 者が 多様 な視 点 で

操作 的解釈 を用 い る こ と を強 く提唱 して い る 。 【恋愛】，【結婚】

の 分 析事例 を用 い て，そ れ ぞ れ の 男女関係 に 関 わる 社 会 的意識

と表象 を探 る こ とを試 み た。無 論，あ る社 会 的現 象 の 全貌 を解

明 するた めの 積み重 の
一つ に す ぎない こ とは認識 して い る。現

象を解明す る ため に は，研究者 らが様 々 な角度か ら，あ る 出来

事 を検 討 し，そ れ らに よる 知 見 を再構 成す る こ とが必要 で あ る。

社会 的現象 の 全 貌 を探 る こ とにおい て は，パ ズル の よ うに，ピー

ス を
一

つ
一

つ 組み 合わ せ て その 「ナゾ 」が 解け る の で ある 。 今

後 とも，ネ ッ ト・コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

に お け る さ ま ざまな風 景 を見，

解釈 を積み 重 ねて，社 会 的，経済 的，文化 的 な側 面 に 関 わ る多

元 的 な現象 を幅広 く再 現 す る こ とに努 め たい 。そ して，よ り明
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確 的 な解 釈 を行 う手順 を構 築 す る た め，現 象 を再現 す る の 諸手

法を含 め．総 合 的 な検 討 を進 め て い きた い 。

注

（1）厳密 に は 中 華 人民 共 和 国 で 中 国語 とい えば 方言 や 少数民 族諸語

　 も含 む。こ こ で理 解 す や い よ うに外国 の 方が 「中国 語」を 学ぶ 時

　 に使 われ る 「標準漢語」を 「中国 語」 と呼ぶ 。

（2）現象学に おい て フ ッ サール の 用語で あ る 。 自然的世界 も文化的

　世 界 も
一

個 の 主観の 私有物で は な く，多 くの 主 観の 共有 物で あ る

　 こ とを示 される 。

（3） さ ま ざま に異 な る生 活 様式の 型 を全て 対等 な人 間 の 営 み と考 え，

　比 較 し理 解 し よ うとす る態度 ある い は立 場。

（4）誰 もが 時間的に 空 間的に 人 と 人 との さ ま ざまな 対応や 相互 行為

　を 通 じて 体験 して い るパ ー
ス ペ ク テ ィ ブ と しての 社会，い わば 日

　常 生活の 現 実。

（5） キ リス トの 生誕 の 際に ，顕現 日 と呼 ば れ，東方の 三博 士 が キ リ

　 ス ト生 誕の 地 一ベ ッ レ ヘ ム を訪ね る の を記念 する 1 月 6 日の 祭 日。

（6）経験デ ータ は，一人
一

人 の 投 稿者が 自 ら の 経 験 談 で あ る。本 文

　 の 経験 デ
ー

タ 内容 は，多 く人 々 に語 られ た 経 験 談 の 中 か ら例 と し

　て 取 り扱わ れ た もの で あ り，筆者が訳 したもの で ある。
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